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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

　

  当社の連結子会社である株式会社リテールコム（以下、「ＲＴＣ」という）において、一部の取引先との間で不適

切な取引が行われていた可能性が高いことが判明したことを受けて、平成23年３月24日に内部調査委員会（委員長：

代表取締役社長　森原　哲也）を設置して、事実関係の調査を開始したところ、ＲＴＣが数年間に及ぶ多数回の循環取

引に関係している疑い及び係る取引が連結業績に影響を与える可能性が判明したため、公正中立かつ独立した立場か

らの調査を確保すべく、同月28日に外部調査委員会（委員長：関口　智弘　弁護士）を設置し、本件調査を鋭意進めて

まいりました。

  外部調査委員会の調査の結果、当社及びＲＴＣは、平成20年12月頃から平成23年3月までの間に、当社グループに属

しない第三者である取引先との間で循環取引等の不正な取引に関与し、架空売上や架空仕入の計上等の不適切な会計

処理が行われていたことが明らかになりました。

  当社は、判明した損失額を、年度別に適正に振り当てる作業を実施しましたが、その結果、過大に計上されていた売

掛金、買掛金、棚卸資産、売上高及び売上原価の訂正等、過年度における連結財務諸表等の訂正が必要となりましたの

で、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、平成22年６月30日に提出しました第22期（自　平成21年４月１

日　至　平成22年３月31日）に係る有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

  訂正後の連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより、再度監査を受けており、その監査報告書を添

付しております。

  なお、連結財務諸表の記載事項に係る訂正箇所についてはＸＢＲＬの訂正も行ったため、併せて訂正後のＸＢＲＬ

形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出しております。

　

２ 【訂正事項】

　

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

２ 【販売の状況】

７ 【財政状態及び経営成績の分析】

第４ 【提出会社の状況】

３ 【配当政策】

第５ 【経理の状況】

１ 【連結財務諸表等】

(1)連結財務諸表

(2)その他

[監査報告書]

　

３ 【訂正箇所】

　

訂正箇所は＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）2ページ

(1）連結経営指標等

回次 第18期 第19期 第20期 第21期 第22期
決算年月 平成18年３月平成19年３月平成20年３月平成21年３月平成22年３月

売上高 （百万円） 181,194225,781246,202252,303242,619

経常利益 （百万円） 6,273 6,863 10,175 9,745 13,891

当期純利益 （百万円） 5,593 5,600 2,747 1,709 6,771

純資産額 （百万円） 34,607 37,550 35,623 34,910 39,510

総資産額 （百万円） 118,258120,444124,182121,286118,516

１株当たり純資産額 （円） 118,509.9362,090.3360,899.4461,521.3171,512.78

１株当たり当期純利益 （円） 21,063.789,594.424,716.333,072.5012,658.66

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益
（円） 21,000.119,547.454,685.703,069.5812,637.42

自己資本比率 （％） 29.3 30.1 27.7 27.1 32.3

自己資本利益率 （％） 21.6 15.8 7.8 5.2 19.0

株価収益率 （倍） 21.9 24.9 17.5 18.5 7.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 9,457 3,588 7,811 △263 22,226

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △4,623 △5,248 △3,477 △819 △9,879

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 11,464 325 △331 △7,096 △10,927

現金及び現金同等物の

期末残高
（百万円） 23,718 22,385 26,388 18,208 19,650

従業員数

（外、平均臨時雇用者数）
（名）

1,982

(4,591)

2,068

(6,576)

2,071

(6,617)

2,868

(7,781)

2,963

(8,530)

　（注）１　売上高には消費税等は含まれておりません。

２　第19期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号）及び「貸借対照表

の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号）を適用しておりま

す。

３　平成18年４月１日付けで１株を２株に株式分割いたしました。　
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（訂正後）

(1）連結経営指標等

回次 第18期 第19期 第20期 第21期 第22期
決算年月 平成18年３月平成19年３月平成20年３月平成21年３月平成22年３月

売上高 （百万円） 181,194225,781246,202252,198241,491

経常利益 （百万円） 6,273 6,863 10,175 9,744 13,845

当期純利益 （百万円） 5,593 5,600 2,747 1,654 6,665

純資産額 （百万円） 34,607 37,550 35,623 34,855 39,349

総資産額 （百万円） 118,258120,444124,182121,182118,177

１株当たり純資産額 （円） 118,509.9362,090.3360,899.4461,418.3971,212.07

１株当たり当期純利益 （円） 21,063.789,594.424,716.332,973.5312,460.87

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益
（円） 21,000.119,547.454,685.702,970.6312,439.97

自己資本比率 （％） 29.3 30.1 27.7 27.1 32.2

自己資本利益率 （％） 21.6 15.8 7.8 4.9 18.8

株価収益率 （倍） 21.9 24.9 17.5 19.1 7.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 9,457 3,588 7,811 △263 22,226

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △4,623 △5,248 △3,477 △819 △9,879

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 11,464 325 △331 △7,096 △10,927

現金及び現金同等物の

期末残高
（百万円） 23,718 22,385 26,388 18,208 19,650

従業員数

（外、平均臨時雇用者数）
（名）

1,982

(4,591)

2,068

(6,576)

2,071

(6,617)

2,868

(7,781)

2,963

(8,530)

　（注）１　売上高には消費税等は含まれておりません。

２　第19期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号）及び「貸借対照表

の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号）を適用しておりま

す。

３　平成18年４月１日付けで１株を２株に株式分割いたしました。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

（訂正前）10ページ　

(1）業績

(a)業績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による景気対策により一部の業種において改善がみられるものの、依然

として雇用状況の悪化、個人所得の減少が続く状況となりました。小売業におきましても、節約志向ならびに個人消費

の低迷、物価下落によるデフレ懸念等、引き続き厳しい事業環境となりました。 

　こうした厳しい事業環境のもと当社グループにおきましては、積極的な販促キャンペーンの実施による需要喚起及

び各種コストの見直し等を行った結果、売上高242,619百万円（前年同期比3.8％減）、営業利益13,332百万円（前年

同期比30.4％増）、経常利益13,891百万円（前年同期比42.5％増）、当期純利益6,771百万円（前年同期比296.2％

増）となり、売上高は前年を下回ったものの、当連結会計年度における営業利益、経常利益、当期純利益は過去最高と

なりました。

　以下は、当社グループの店舗数の状況であります。  

  
平成21年３月末　

 

 
 増加

 
減少 

平成22年３月末　

 

前期末

増減　  

ゲオショップ 直営店 790 34 △30 794 4

 代理店 50 39 △7 82 32

 ＦＣ店 108 6 △12 102 △6

 小計 948 79 △49 978 30

ゲオ・コミュニケーションズ 直営店 51 4 △18 37 △14

プレイガイド 直営店 1     －     － 1     －

アミューズメント施設 直営店 20 9 △3 26 6

リサイクルショップ 直営店 201 44 △17 228 27

　　　　〃 ＦＣ店　 35 10 △5 40 5

フィットネス施設 直営店 15     － △2 13 △2

　　　　〃 ＦＣ店 1     － △1     －    △1

複合カフェ・飲食店 直営店 10 1 △2 9 △1

グループ　合計 1,282 147 △97 1,332 50

（注１）ゲオショップ：ＤＶＤ、ＣＤ、ゲームソフトなどのパッケージソフト商品のレンタル、リサイクル、新品販売

　　　　ゲオ・コミュニケーションズ：携帯電話販売ショップ

　　　　プレイガイド：チケット販売店

　　　　アミューズメント施設：映画館、ボウリング場、ゲームセンターなどの施設運営

　　　　リサイクルショップ：衣料、服飾雑貨、電化製品等のリユース買取販売

　　　　フィットネス施設：ジム、スパ、温浴等のフィットネス施設及びスポーツクラブ

（訂正後）

(1）業績

(a)業績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による景気対策により一部の業種において改善がみられるものの、依然

として雇用状況の悪化、個人所得の減少が続く状況となりました。小売業におきましても、節約志向ならびに個人消費

の低迷、物価下落によるデフレ懸念等、引き続き厳しい事業環境となりました。 

　こうした厳しい事業環境のもと当社グループにおきましては、積極的な販促キャンペーンの実施による需要喚起及

び各種コストの見直し等を行った結果、売上高241,491百万円（前年同期比4.2％減）、営業利益13,287百万円（前年

同期比30.0％増）、経常利益13,845百万円（前年同期比42.1％増）、当期純利益6,665百万円（前年同期比303.0％

増）となり、売上高は前年を下回ったものの、当連結会計年度における営業利益、経常利益、当期純利益は過去最高と

なりました。
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　以下は、当社グループの店舗数の状況であります。  

  
平成21年３月末　

 

 
 増加

 
減少 

平成22年３月末　

 

前期末

増減　  

ゲオショップ 直営店 790 34 △30 794 4

 代理店 50 39 △7 82 32

 ＦＣ店 108 6 △12 102 △6

 小計 948 79 △49 978 30

ゲオ・コミュニケーションズ 直営店 51 4 △18 37 △14

プレイガイド 直営店 1     －     － 1     －

アミューズメント施設 直営店 20 9 △3 26 6

リサイクルショップ 直営店 201 44 △17 228 27

　　　　〃 ＦＣ店　 35 10 △5 40 5

フィットネス施設 直営店 15     － △2 13 △2

　　　　〃 ＦＣ店 1     － △1     －    △1

複合カフェ・飲食店 直営店 10 1 △2 9 △1

グループ　合計 1,282 147 △97 1,332 50

（注１）ゲオショップ：ＤＶＤ、ＣＤ、ゲームソフトなどのパッケージソフト商品のレンタル、リサイクル、新品販売

　　　　ゲオ・コミュニケーションズ：携帯電話販売ショップ

　　　　プレイガイド：チケット販売店

　　　　アミューズメント施設：映画館、ボウリング場、ゲームセンターなどの施設運営

　　　　リサイクルショップ：衣料、服飾雑貨、電化製品等のリユース買取販売

　　　　フィットネス施設：ジム、スパ、温浴等のフィットネス施設及びスポーツクラブ

（訂正前）10ページ

当連結会計年度における事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　事業の種類別セグメント  
平成21年３月期 平成22年３月期 前年同期比

（百万円）　 （百万円）　 （%）　

メディア事業
売上高 213,687     205,184 96.0

営業利益 11,389 14,888 130.7

不動産事業
売上高 10,705 6,389 59.7

営業利益 851 496 58.3

アミューズメント事業
売上高 6,435 5,950 92.5

営業損失 △273 △83     -

リユース事業
売上高 14,183 19,195     135.3

営業利益 471 4     1.0

その他の事業
売上高 7,291 5,898 80.9

営業損失 △549 △33     -
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（訂正後）

当連結会計年度における事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　事業の種類別セグメント  
平成21年３月期 平成22年３月期 前年同期比

（百万円）　 （百万円）　 （%）　

メディア事業
売上高 213,582     204,057 95.5

営業利益 11,388 14,843 130.3

不動産事業
売上高 10,705 6,389 59.7

営業利益 851 496 58.3

アミューズメント事業
売上高 6,435 5,950 92.5

営業損失 △273 △83     -

リユース事業
売上高 14,183 19,195     135.3

営業利益 471 4     1.0

その他の事業
売上高 7,291 5,898 80.9

営業損失 △549 △33     -

 

（訂正前）12ページ　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ1,442百万

円増加し、19,650百万円(前年同期比7.9％増)となりました。 

　これは、投資活動による支出9,879百万円と財務活動による支出10,927百万円がありましたが、営業活動による収

入22,226百万円がありましたことによります。

　当期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　 営業活動の結果、増加した資金は、22,226百万円（前年同期は263百万円の減少）となりました。  

　 これは、レンタル用資産取得による支出が12,780百万円(同22.8％減)、法人税等の支払いによる支出が4,235百万

円(同44.0％減)などがありましたが、レンタル用固定資産減価償却費が14,244百万円(同27.8％減)、税金等調整前

当期純利益が12,118百万円(同111.7％増)、たな卸資産の減少による収入が6,083百万円（同484.2％増）ありまし

たことが主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 投資活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて9,060百万円増加し、9,879百万円(同1,106.0％増)

となりました。

　 これは、有価証券の売却による収入が1,500百万円ありましたが、有価証券の取得による支出が3,800百万円、子会

社株式の取得による支出が3,481百万円(同304.8％増)、有形固定資産の取得による支出が2,235百万円(同36.9％

増)ありましたことが主な要因であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて3,831百万円増加し、10,927百万円(同54.0％増)と

なりました。

　 これは、社債が5,449百万円、長期借入金が1,870百万円それぞれ純減し、ファイナンスリース債務の返済による支

出が2,437百万円(同9.7％増)、配当金の支払が1,330百万円(同2.1％減)ありましたことが主な要因であります。
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（訂正後）　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ1,442百万

円増加し、19,650百万円(前年同期比7.9％増)となりました。 

　これは、投資活動による支出9,879百万円と財務活動による支出10,927百万円がありましたが、営業活動による収

入22,226百万円がありましたことによります。

　当期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　 営業活動の結果、増加した資金は、22,226百万円（前年同期は263百万円の減少）となりました。  

　 これは、レンタル用資産取得による支出が12,780百万円(同22.8％減)、法人税等の支払いによる支出が4,235百万

円(同44.0％減)などがありましたが、レンタル用固定資産減価償却費が14,244百万円(同27.8％減)、税金等調整前

当期純利益が12,014百万円(同111.9％増)、たな卸資産の減少による収入が6,082百万円（同468.4％増）ありまし

たことが主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 投資活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて9,060百万円増加し、9,879百万円(同1,106.0％増)

となりました。

　 これは、有価証券の売却による収入が1,500百万円ありましたが、有価証券の取得による支出が3,800百万円、子会

社株式の取得による支出が3,481百万円(同304.8％増)、有形固定資産の取得による支出が2,235百万円(同36.9％

増)ありましたことが主な要因であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて3,831百万円増加し、10,927百万円(同54.0％増)と

なりました。

　 これは、社債が5,449百万円、長期借入金が1,870百万円それぞれ純減し、ファイナンスリース債務の返済による支

出が2,437百万円(同9.7％増)、配当金の支払が1,330百万円(同2.1％減)ありましたことが主な要因であります。
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２【販売の状況】

（訂正前）12ページ　

(1）販売実績

　当連結会計年度の販売実績は次のとおりであります。

事業の種類別セグメント

当連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

（百万円）

前年同期比（％）

メディア事業

 

店舗運営事業 184,192      94.3

その他 20,992       114.8

小計 205,184     96.0

不動産事業 6,389       59.7

アミューズメント事業 5,950      92.5

リユース事業 19,195     135.3

その他の事業 5,898      80.9

合　計 242,619       96.2

　　　（注）１　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　平成22年３月期より、リサイクル事業をリユース事業にセグメント名称を変更しております。　　　　

 

（訂正後）　

(1）販売実績

　当連結会計年度の販売実績は次のとおりであります。

事業の種類別セグメント

当連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

（百万円）

前年同期比（％）

メディア事業

 

店舗運営事業 184,192      94.3

その他 19,864       109.3

小計 204,057     95.5

不動産事業 6,389       59.7

アミューズメント事業 5,950      92.5

リユース事業 19,195     135.3

その他の事業 5,898      80.9

合　計 241,491       95.8

　　　（注）１　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　平成22年３月期より、リサイクル事業をリユース事業にセグメント名称を変更しております。　　　
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７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
（訂正前）17ページ　
１．財政状態
(1）流動資産
　当連結会計年度末における流動資産の残高は54,692百万円となり、前年度末の61,801百万円と比べて7,109百万
円減少しております。この主な要因は、商品及び仕掛販売用不動産が5,408百万円、5,194百万円それぞれ減少し、
ＳＢＩビジネスディベロップメント株式会社起債の無担保普通社債を取得したため、有価証券が2,268百万円増
加したためであります。

(2）固定資産
　当連結会計年度末における固定資産の残高は63,824百万円となり、前年度末の59,483百万円と比べて4,340百万
円増加しております。この主な要因は、仕掛販売用不動産から建設仮勘定に4,401百万円振替えていることから建
設仮勘定が4,489百万円増加したためであります。

(3）流動負債
　当連結会計年度末における流動負債の残高は46,086百万円となり、前年度末の47,670百万円と比べて1,584百万
円減少しております。この主な要因は、長期借入金の期限到来による１年内返済予定長期借入金が2,094百万円減
少したことと、ゲームソフト等の新作タイトルが少なかったことから支払手形及び買掛金が1,617百万円減少し
たこと、及び未払法人税が1,609百万円増加したためであります。

(4）固定負債
　当連結会計年度末における固定負債の残高は32,918百万円となり、前年度末の38,705百万円と比べて5,786百万
円減少しております。この主な要因は、ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の買入消却により転換社債型新
株予約権付社債が4,330百万円減少したためであります。

(5）純資産
　当連結会計年度末における純資産の残高は39,510百万円となり、前年度末の34,910百万円と比べて4,600百万円
増加しております。この主な要因は、利益剰余金が5,369百万円増加したことと、株式会社セカンドストリートを
追加取得したことによる少数株主持分が883百万円減少したためであります。

（訂正後）　
１．財政状態
(1）流動資産
　当連結会計年度末における流動資産の残高は54,353百万円となり、前年度末の61,697百万円と比べて7,343百万
円減少しております。この主な要因は、商品及び仕掛販売用不動産が5,406百万円、5,194百万円それぞれ減少し、
ＳＢＩビジネスディベロップメント株式会社起債の無担保普通社債を取得したため、有価証券が2,268百万円増
加したためであります。

(2）固定資産
　当連結会計年度末における固定資産の残高は63,824百万円となり、前年度末の59,483百万円と比べて4,340百万
円増加しております。この主な要因は、仕掛販売用不動産から建設仮勘定に4,401百万円振替えていることから建
設仮勘定が4,489百万円増加したためであります。

(3）流動負債
　当連結会計年度末における流動負債の残高は45,909百万円となり、前年度末の47,621百万円と比べて1,712百万
円減少しております。この主な要因は、長期借入金の期限到来による１年内返済予定長期借入金が2,094百万円減
少したことと、ゲームソフト等の新作タイトルが少なかったことから支払手形及び買掛金が1,746百万円減少し
たこと、及び未払法人税が1,609百万円増加したためであります。

(4）固定負債
　当連結会計年度末における固定負債の残高は32,918百万円となり、前年度末の38,705百万円と比べて5,786百万
円減少しております。この主な要因は、ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の買入消却により転換社債型新
株予約権付社債が4,330百万円減少したためであります。

(5）純資産
　当連結会計年度末における純資産の残高は39,349百万円となり、前年度末の34,855百万円と比べて4,494百万円
増加しております。この主な要因は、利益剰余金が5,263百万円増加したことと、株式会社セカンドストリートを
追加取得したことによる少数株主持分が883百万円減少したためであります。
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（訂正前）17ページ
２．経営成績   
(1）売上高
　当連結会計年度における売上高につきましては、前連結会計年度に比べ9,684百万円減少し、242,619百万円とな
りました。この主な要因は、消費者の節約志向、個人消費の低迷等により、比較的高額な新品商品の販売が低迷し
たことによります。　

  

(2）売上原価、販売費及び一般管理費、営業利益
　売上原価、販売費及び一般管理費につきましては、レンタル用ＤＶＤの減価償却負担額が減少したことによる売
上原価の減少が、需要喚起のための販売促進活動等のコストを吸収したことにより、営業利益は前連結会計年度
に比べ3,106百万円増加し、13,332百万円となりました。　

 

(3）営業外損益、特別損益、当期利益
　営業外損益、特別損益、当期利益につきましては、営業外損益が前連結会計年度に比べ1,038百万円改善いたしま
した。また、特別損益につきましても前連結会計年度に計上いたしました有価証券評価損といった特別損失がな
かったため2,247百万円改善いたしました。 
その結果、当期利益につきましては、前連結会計年度に比べ5,062百万円増加し、6,771百万円となりました。

（訂正後）
２．経営成績   
(1）売上高
　当連結会計年度における売上高につきましては、前連結会計年度に比べ10,707百万円減少し、241,491百万円と
なりました。この主な要因は、消費者の節約志向、個人消費の低迷等により、比較的高額な新品商品の販売が低迷
したことによります。　

  

(2）売上原価、販売費及び一般管理費、営業利益
　売上原価、販売費及び一般管理費につきましては、レンタル用ＤＶＤの減価償却負担額が減少したことによる売
上原価の減少が、需要喚起のための販売促進活動等のコストを吸収したことにより、営業利益は前連結会計年度
に比べ3,062百万円増加し、13,287百万円となりました。　

 

(3）営業外損益、特別損益、当期利益
　営業外損益、特別損益、当期利益につきましては、営業外損益が前連結会計年度に比べ1,038百万円改善いたしま
した。また、特別損益につきましても前連結会計年度に計上いたしました有価証券評価損といった特別損失がな
かったため2,242百万円改善いたしました。 
その結果、当期利益につきましては、前連結会計年度に比べ5,011百万円増加し、6,665百万円となりました。
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（訂正前）18ページ
３．キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ1,442百万

円増加し、19,650百万円(前年同期比7.9％増)となりました。 

　これは、投資活動による支出9,879百万円と財務活動による支出10,927百万円がありましたが、営業活動による収

入22,226百万円がありましたことによります。

　当期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　 営業活動の結果、増加した資金は、22,226百万円（前年同期は263百万円の減少）となりました。  

　 これは、レンタル用資産取得による支出が12,780百万円(同22.8％減)、法人税等の支払いによる支出が4,235百

万円(同44.0％減)などがありましたが、レンタル用固定資産減価償却費が14,244百万円(同27.8％減)、税金等調整

前当期純利益が12,118百万円(同111.7％増)、たな卸資産の減少による収入が6,083百万円（同484.2％増）ありま

したことが主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 投資活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて9,060百万円増加し、9,879百万円(同1,106.0％増)

となりました。

　 これは、有価証券の売却による収入が1,500百万円ありましたが、有価証券の取得による支出が3,800百万円、子

会社株式の取得による支出が3,481百万円(同304.8％増)、有形固定資産の取得による支出が2,235百万円(同

36.9％増)ありましたことが主な要因であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて3,831百万円増加し、10,927百万円(同54.0％増)

となりました。

　 これは、社債が5,449百万円、長期借入金が1,870百万円それぞれ純減し、ファイナンスリース債務の返済による

支出が2,437百万円(同9.7％増)、配当金の支払が1,330百万円(同2.1％減)ありましたことが主な要因であります。

 

（訂正後）
３．キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ1,442百万

円増加し、19,650百万円(前年同期比7.9％増)となりました。 

　これは、投資活動による支出9,879百万円と財務活動による支出10,927百万円がありましたが、営業活動による収

入22,226百万円がありましたことによります。

　当期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　 営業活動の結果、増加した資金は、22,226百万円（前年同期は263百万円の減少）となりました。  

　 これは、レンタル用資産取得による支出が12,780百万円(同22.8％減)、法人税等の支払いによる支出が4,235百

万円(同44.0％減)などがありましたが、レンタル用固定資産減価償却費が14,244百万円(同27.8％減)、税金等調整

前当期純利益が12,014百万円(同111.9％増)、たな卸資産の減少による収入が6,082百万円（同468.4％増）ありま

したことが主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 投資活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて9,060百万円増加し、9,879百万円(同1,106.0％増)

となりました。

　 これは、有価証券の売却による収入が1,500百万円ありましたが、有価証券の取得による支出が3,800百万円、子

会社株式の取得による支出が3,481百万円(同304.8％増)、有形固定資産の取得による支出が2,235百万円(同

36.9％増)ありましたことが主な要因であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　 財務活動の結果、減少した資金は、前連結会計年度末に比べて3,831百万円増加し、10,927百万円(同54.0％増)と

なりました。

　 これは、社債が5,449百万円、長期借入金が1,870百万円それぞれ純減し、ファイナンスリース債務の返済による

支出が2,437百万円(同9.7％増)、配当金の支払が1,330百万円(同2.1％減)ありましたことが主な要因であります。
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第４【提出会社の状況】

３【配当政策】

（訂正前）37ページ

　当社は、株主に対する利益還元を経営の重点課題の１つと認識し、安定的な経営基盤の確保と株主資本利益率の向上

に努めるとともに、業績に応じた配当を行うことを基本方針としており、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配

当を行っております。 

　これらの剰余金の配当決定機関は、期末配当については株主総会、中間末配当については取締役会であります。 

　このような基本方針に基づき、当事業年度におきましては、１株当たり2,700円の配当（中間配当1,300円、期末配当

1,400円）を実施することを決定いたしました。この結果、当事業年度の連結配当性向は21.3％となっております。 

　また、内部留保金につきましては、今後の店舗展開を中心とした収益力拡大のための投資等に充当し、主に新規出店

や既存店のリニューアルにおける設備及び在庫投資、物流設備、ＩＴ設備投資への投資を行い、高収益体質の確立を図

る所存であり、その他新規事業における投資としても有効に活用したいと考えております。 

　当社は、「取締役会の決議によって、毎年９月30日を基準日として中間配当をすることができる。」旨を定款に定め

ております。

　また、当社は連結配当規制適用会社であります。

　なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。 

　

 決議年月日
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

平成21年11月６日

取締役会決議
695 1,300

平成22年６月29日

定時株主総会決議
748 1,400

　

EDINET提出書類

株式会社ゲオ(E03367)

訂正有価証券報告書

13/49



（訂正後）

　当社は、株主に対する利益還元を経営の重点課題の１つと認識し、安定的な経営基盤の確保と株主資本利益率の向上

に努めるとともに、業績に応じた配当を行うことを基本方針としており、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配

当を行っております。 

　これらの剰余金の配当決定機関は、期末配当については株主総会、中間末配当については取締役会であります。 

　このような基本方針に基づき、当事業年度におきましては、１株当たり2,700円の配当（中間配当1,300円、期末配当

1,400円）を実施することを決定いたしました。この結果、当事業年度の連結配当性向は21.7％となっております。 

　また、内部留保金につきましては、今後の店舗展開を中心とした収益力拡大のための投資等に充当し、主に新規出店

や既存店のリニューアルにおける設備及び在庫投資、物流設備、ＩＴ設備投資への投資を行い、高収益体質の確立を図

る所存であり、その他新規事業における投資としても有効に活用したいと考えております。 

　当社は、「取締役会の決議によって、毎年９月30日を基準日として中間配当をすることができる。」旨を定款に定め

ております。

　また、当社は連結配当規制適用会社であります。

　なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。 

　

 決議年月日
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

平成21年11月６日

取締役会決議
695 1,300

平成22年６月29日

定時株主総会決議
748 1,400

　

EDINET提出書類

株式会社ゲオ(E03367)

訂正有価証券報告書

14/49



第５【経理の状況】

２　監査証明について

（訂正前）47ページ　

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成20年４月１日から平成21年３月

31日まで）の連結財務諸表及び前事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）の財務諸表については

監査法人トーマツにより監査を受け、また、当連結会計年度（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）の連結

財務諸表及び当事業年度（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）の財務諸表については有限責任監査法人

トーマツにより監査を受けております。 

　なお、監査法人ト―マツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人ト―マツと

なっております。

　

（訂正後）　

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成20年４月１日から平成21年３月

31日まで）の連結財務諸表及び前事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）の財務諸表については

監査法人トーマツにより監査を受け、また、当連結会計年度（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）の連結

財務諸表及び当事業年度（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）の財務諸表については有限責任監査法人

トーマツにより監査を受けております。 

　なお、監査法人ト―マツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人ト―マツと

なっております。

　金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、有価証券報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂正後の連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる監査を受け、改めて監査報告書を受領しております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

 (訂正前)48ページ　

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 　 前連結会計年度

(平成21年３月31日)

当連結会計年度

(平成22年３月31日)　 　 　 　 　

資産の部　 　 　

　 流動資産　 　 　

　 　 現金及び預金　 18,197 19,387

　 　 受取手形及び売掛金　 4,640 4,558

　 　 割賦売掛金　 2,895 2,202

　 　 有価証券　 81 2,350

　 　 商品　 19,441 14,033

　 　 販売用不動産　 ※1  2,248 ※1  1,562

　 　 仕掛販売用不動産　 ※1  7,700 ※1,※5  2,505

　 　 繰延税金資産　 2,352 1,787

　 　 未収還付法人税等　 － 2,678

　 　 その他　 4,350 3,767

　 　 貸倒引当金　 △106 △141

　 　 流動資産合計　 61,801 54,692

　 固定資産　 　 　

　 　 有形固定資産　 　 　

　 　 　 レンタル用資産 77,890 80,247

　 　 　 　 減価償却累計額 △67,611 △71,987

　 　 　 　 レンタル用資産（純額） 10,278 8,259

　 　 　 建物及び構築物　 31,302 30,224

　 　 　 　 減価償却累計額 △19,804 △19,432

　 　 　 　 建物及び構築物（純額） ※1  11,497 ※1  10,792

　 　 　 機械装置及び運搬具　 4,600 4,623

　 　 　 　 減価償却累計額 △3,682 △3,784

　 　 　 　 機械装置及び運搬具（純額） 918 838

　 　 　 土地　 ※1  6,642 ※1,※5  6,736

　 　 　 リース資産　 2,301 3,820

　 　 　 　 減価償却累計額 △311 △975

　 　 　 　 リース資産（純額） 1,989 2,844

　 　 　 建設仮勘定　 110 ※1,※5  4,600

　 　 　 その他　 3,892 3,732

　 　 　 　 減価償却累計額 △3,070 △2,879

　 　 　 　 その他（純額） 822 853

　 　 　 有形固定資産合計　 32,260 34,925

　 　 無形固定資産　 　 　

　 　 　 のれん　 1,497 3,968

　 　 　 その他　 1,386 1,505

　 　 　 無形固定資産合計　 2,884 5,473
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　 　 　 　 　         　         (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　 (平成21年３月31日) (平成22年３月31日)

　 　 投資その他の資産　 　 　

　 　 　 投資有価証券 ※1,※2  2,105 ※1,※2  2,615

　 　 　 長期貸付金 ※1  2,446 ※1  2,111

　 　 　 敷金及び保証金 ※1  13,412 ※1  13,431

　 　 　 繰延税金資産 5,071 4,415

　 　 　 その他 ※1  3,610 ※1  3,073

　 　 　 貸倒引当金 △2,307 △2,223

　 　 　 投資その他の資産合計 24,338 23,424

　 　 固定資産合計　 59,483 63,824

　 繰延資産　 　 　

　 　 創立費　 1 －

　 　 繰延資産合計　 1 －

　 資産合計　 121,286 118,516

負債の部　 　 　

　 流動負債　 　 　

　 　 支払手形及び買掛金　 13,297 11,679

　 　 短期借入金　 ※1  6,259 ※1  6,456

　 　 1年内返済予定の長期借入金　 ※1  14,149 ※1  12,055

　 　 1年内償還予定の社債　 2,189 1,935

　 　 リース債務　 613 1,009

　 　 未払法人税等　 1,780 3,389

　 　 賞与引当金　 852 865

　 　 店舗閉鎖損失引当金　 464 413

　 　 ポイント引当金　 463 －

　 　 その他　 ※1  7,599 ※1  8,281

　 　 流動負債合計　 47,670 46,086

　 固定負債　 　 　

　 　 社債　 ※1  3,522 ※1  2,673

　 　 転換社債型新株予約権付社債　 4,330 －

　 　 長期借入金　 ※1  24,209 ※1  24,432

　 　 リース債務　 1,744 2,570

　 　 繰延税金負債　 172 107

　 　 負ののれん　 410 157

　 　 退職給付引当金　 148 154

　 　 転貸損失引当金　 125 123

　 　 その他　 4,042 2,698

　 　 固定負債合計　 38,705 32,918

　 負債合計　 86,376 79,005
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　 　 　 　           　          　(単位：百万円)　

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　 (平成21年３月31日) (平成22年３月31日)

純資産の部　 　 　

　 株主資本　 　 　

　 　 資本金    8,595 8,595

　 　 資本剰余金    9,255 9,255

　 　 利益剰余金    19,058 24,427

　 　 自己株式    △4,069 △4,069

　 　 株主資本合計    32,839 38,208

　 評価・換算差額等　　 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金    70 46

　 　 評価・換算差額等合計    70 46

　 新株予約権　 16 155

　 少数株主持分    1,984 1,100

　 純資産合計    34,910 39,510

負債純資産合計　    121,286 118,516
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(訂正後)　

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 　 前連結会計年度

(平成21年３月31日)

当連結会計年度

(平成22年３月31日)　 　 　 　 　

資産の部　 　 　

　 流動資産　 　 　

　 　 現金及び預金　 18,197 19,387

　 　 受取手形及び売掛金　 4,564 4,342

　 　 割賦売掛金　 2,895 2,202

　 　 有価証券　 81 2,350

　 　 商品　 19,412 14,005

　 　 販売用不動産　 ※1  2,248 ※1  1,562

　 　 仕掛販売用不動産　 ※1  7,700 ※1,※5  2,505

　 　 繰延税金資産　 2,351 1,784

　 　 未収還付法人税等　 － 2,678

　 　 その他　 4,403 3,777

　 　 貸倒引当金　 △157 △244

　 　 流動資産合計　 61,697 54,353

　 固定資産　 　 　

　 　 有形固定資産　 　 　

　 　 　 レンタル用資産 77,890 80,247

　 　 　 　 減価償却累計額 △67,611 △71,987

　 　 　 　 レンタル用資産（純額） 10,278 8,259

　 　 　 建物及び構築物　 31,302 30,224

　 　 　 　 減価償却累計額 △19,804 △19,432

　 　 　 　 建物及び構築物（純額） ※1  11,497 ※1  10,792

　 　 　 機械装置及び運搬具　 4,600 4,623

　 　 　 　 減価償却累計額 △3,682 △3,784

　 　 　 　 機械装置及び運搬具（純額） 918 838

　 　 　 土地　 ※1  6,642 ※1,※5  6,736

　 　 　 リース資産　 2,301 3,820

　 　 　 　 減価償却累計額 △311 △975

　 　 　 　 リース資産（純額） 1,989 2,844

　 　 　 建設仮勘定　 110 ※1,※5  4,600

　 　 　 その他　 3,892 3,732

　 　 　 　 減価償却累計額 △3,070 △2,879

　 　 　 　 その他（純額） 822 853

　 　 　 有形固定資産合計　 32,260 34,925

　 　 無形固定資産　 　 　

　 　 　 のれん　 1,497 3,968

　 　 　 その他　 1,386 1,505

　 　 　 無形固定資産合計　 2,884 5,473
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　 　 　 　 　        　         (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　 (平成21年３月31日) (平成22年３月31日)

　 　 投資その他の資産　 　 　

　 　 　 投資有価証券 ※1,※2  2,105 ※1,※2  2,615

　 　 　 長期貸付金 ※1  2,446 ※1  2,111

　 　 　 敷金及び保証金 ※1  13,412 ※1  13,431

　 　 　 繰延税金資産 5,071 4,415

　 　 　 その他 ※1  3,610 ※1  3,073

　 　 　 貸倒引当金 △2,307 △2,223

　 　 　 投資その他の資産合計 24,338 23,424

　 　 固定資産合計　 59,483 63,824

　 繰延資産　 　 　

　 　 創立費　 1 －

　 　 繰延資産合計　 1 －

　 資産合計　 121,182 118,177

負債の部　 　 　

　 流動負債　 　 　

　 　 支払手形及び買掛金　 13,247 11,500

　 　 短期借入金　 ※1  6,259 ※1  6,456

　 　 1年内返済予定の長期借入金　 ※1  14,149 ※1  12,055

　 　 1年内償還予定の社債　 2,189 1,935

　 　 リース債務　 613 1,009

　 　 未払法人税等　 1,780 3,389

　 　 賞与引当金　 852 865

　 　 店舗閉鎖損失引当金　 464 413

　 　 ポイント引当金　 463 －

　 　 その他　 ※1  7,601 ※1  8,283

　 　 流動負債合計　 47,621 45,909

　 固定負債　 　 　

　 　 社債　 ※1  3,522 ※1  2,673

　 　 転換社債型新株予約権付社債　 4,330 －

　 　 長期借入金　 ※1  24,209 ※1  24,432

　 　 リース債務　 1,744 2,570

　 　 繰延税金負債　 172 107

　 　 負ののれん　 410 157

　 　 退職給付引当金　 148 154

　 　 転貸損失引当金　 125 123

　 　 その他　 4,042 2,698

　 　 固定負債合計　 38,705 32,918

　 負債合計　 86,327 78,828
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　 　 　 　           　　           　(単位：百万円)　

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　 (平成21年３月31日) (平成22年３月31日)

純資産の部　 　 　

　 株主資本　 　 　

　 　 資本金    8,595 8,595

　 　 資本剰余金    9,255 9,255

　 　 利益剰余金    19,003 24,267

　 　 自己株式    △4,069 △4,069

　 　 株主資本合計    32,784 38,047

　 評価・換算差額等　　 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金    70 46

　 　 評価・換算差額等合計    70 46

　 新株予約権　 16 155

　 少数株主持分    1,984 1,100

　 純資産合計    34,855 39,349

負債純資産合計　    121,182 118,177
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②【連結損益計算書】

（訂正前）51ページ 

　 　 　 (単位：百万円)

　 　

　

　

前連結会計年度

(自　平成20年４月１日

　至　平成21年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成21年４月１日

　至　平成22年３月31日)

　

　

　売上高 252,303 242,619

　売上原価 　　※1  164,445 ※1  149,335

　売上総利益 87,858 93,283

　販売費及び一般管理費 ※2,※8  77,632 ※2,※8  79,951

　営業利益 10,225 13,332

　営業外収益 　 　

　 受取利息及び配当金 165 154

　 負ののれん償却額 447 287

　 社債償還益 474 －

　 受取保険金 179 365

　 受取手数料 － 544

　 その他 375 473

　 営業外収益合計 1,642 1,825

　営業外費用 　 　

　 支払利息 846 841

　 固定資産除却損 105 －

　 店舗閉鎖損失 ※3  215 ※3  144

　 転貸損失引当金繰入額 97 －

　 店舗閉鎖損失引当金繰入額 ※3  136 －

　 その他 721 280

　 営業外費用合計 2,122 1,266

　経常利益 9,745 13,891

　特別利益 　 　

　 固定資産売却益 ※4  47 －

　 投資有価証券売却益 45 104

　 退職給付制度終了益 92 －

　 店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 103

　 貸倒引当金戻入額 21 119

　 その他 42 26

　 特別利益合計 250 354

　特別損失 　 　

　 固定資産売却損 ※5  51 －

　 固定資産除却損 ※6  107 －

　 投資有価証券評価損 1,400 －

　 減損損失 ※7  1,672 ※7  1,317

　 店舗閉鎖損失 ※3  58 －

　 店舗閉鎖損失引当金繰入額 ※3  278 ※3  310

　 その他 700 499

　 特別損失合計 4,270 2,127

　税金等調整前当期純利益 5,725 12,118
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　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自　平成20年４月１日 (自　平成21年４月１日

　 　 　至　平成21年３月31日) 　至　平成22年３月31日)

　法人税、住民税及び事業税 4,402 4,276

　法人税等調整額 △608 1,183

　法人税等合計 3,793 5,459

　少数株主利益又は少数株主損失（△） 222 △113

　当期純利益 1,709 6,771
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（訂正後） 

　 　 　 (単位：百万円)

　 　

　

　

前連結会計年度

(自　平成20年４月１日

　至　平成21年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成21年４月１日

　至　平成22年３月31日)

　

　

　売上高 252,198 241,491

　売上原価 　　※1 164,342 ※1  148,257

　売上総利益 87,855 93,233

　販売費及び一般管理費 ※2,※8  77,631 ※2,※8  79,946

　営業利益 10,224 13,287

　営業外収益 　 　

　 受取利息及び配当金 165 154

　 負ののれん償却額 447 287

　 社債償還益 474 －

　 受取保険金 179 365

　 受取手数料 － 544

　 その他 375 473

　 営業外収益合計 1,642 1,825

　営業外費用 　 　

　 支払利息 846 841

　 固定資産除却損 105 －

　 店舗閉鎖損失 ※3  215 ※3  144

　 転貸損失引当金繰入額 97 －

　 店舗閉鎖損失引当金繰入額 ※3  136 －

　 その他 721 280

　 営業外費用合計 2,122 1,266

　経常利益 9,744 13,845

　特別利益 　 　

　 固定資産売却益 ※4  47 －

　 投資有価証券売却益 45 104

　 退職給付制度終了益 92 －

　 店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 103

　 貸倒引当金戻入額 21 119

　 その他 42 26

　 特別利益合計 250 354

　特別損失 　 　

　 固定資産売却損 ※5  51 －

　 固定資産除却損 ※6  107 －

　 投資有価証券評価損 1,400 －

　 減損損失 ※7  1,672 ※7  1,317

　 不正関連損失    53     58

　 店舗閉鎖損失 ※3  58 －

　 店舗閉鎖損失引当金繰入額 ※3  278 ※3  310

　 その他 700 499

　 特別損失合計 4,324 2,185

　税金等調整前当期純利益 5,670 12,014
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　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自　平成20年４月１日 (自　平成21年４月１日

　 　 　至　平成21年３月31日) 　至　平成22年３月31日)

　法人税、住民税及び事業税 4,402 4,276

　法人税等調整額 △608 1,185

　法人税等合計 3,794 5,461

　少数株主利益又は少数株主損失（△） 222 △113

　当期純利益 1,654 6,665
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③【連結株主資本等変動計算書等】

 （訂正前）53ページ　

　　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　  (自　平成20年４月１日 (自　平成21年４月１日

　 　 　 　 　至　平成21年３月31日)　至　平成22年３月31日)

株主資本 　 　

　 資本金 　 　

　 　 前期末残高 8,592 8,595

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 2 －

　 　 　 当期変動額合計 2 －

　 　 当期末残高 8,595 8,595

　 資本剰余金 　 　

　 　 前期末残高 9,253 9,255

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 2 －

　 　 　 当期変動額合計 2 －

　 　 当期末残高 9,255 9,255

　 利益剰余金 　 　

　 　 前期末残高 18,704 19,058

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 剰余金の配当 △1,355 △1,337

　 　 　 当期純利益 1,709 6,771

　 　 　 連結子会社増加による減少高 － △64

　 　 　 当期変動額合計 353 5,369

　 　 当期末残高 19,058 24,427

　 自己株式 　 　

　 　 前期末残高 △2,093 △4,069

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 自己株式の取得 △1,976 －

　 　 　 当期変動額合計 △1,976 －

　 　 当期末残高 △4,069 △4,069

　 株主資本合計 　 　

　 　 前期末残高 34,457 32,839

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 4 －

　 　 　 剰余金の配当 △1,355 △1,337

　 　 　 当期純利益 1,709 6,771

　 　 　 自己株式の取得 △1,976 －

　 　 　 連結子会社増加による減少高 － △64

　 　 　 当期変動額合計 △1,618 5,369

　 　 当期末残高 32,839 38,208
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　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　  (自　平成20年４月１日 (自　平成21年４月１日

　 　 　 　 　至　平成21年３月31日)　至　平成22年３月31日)

評価・換算差額等 　 　

　 その他有価証券評価差額金 　 　

　 　 前期末残高 △63 70

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 134 △24

　 　 　 当期変動額合計 134 △24

　 　 当期末残高 70 46

　 評価・換算差額等合計 　 　

　 　 前期末残高 △63 70

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 134 △24

　 　 　 当期変動額合計 134 △24

　 　 当期末残高 70 46

新株予約権 　 　

　 前期末残高 － 16

　 当期変動額 　 　

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 16 139

　 　 当期変動額合計 16 139

　 当期末残高 16 155

少数株主持分 　 　

　 前期末残高 1,229 1,984

　 当期変動額 　 　

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 754 △883

　 　 当期変動額合計 754 △883

　 当期末残高 1,984 1,100

純資産合計 　 　

　 前期末残高 35,623 34,910

　 当期変動額 　 　

　 　 新株の発行 4 －

　 　 剰余金の配当 △1,355 △1,337

　 　 当期純利益 1,709 6,771

　 　 自己株式の取得 △1,976 －

　 　 連結子会社増加による減少高 － △64

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 905 △769

　 　 当期変動額合計 △713 4,600

　 当期末残高 34,910 39,510
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（訂正後）　

　　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　  (自　平成20年４月１日 (自　平成21年４月１日

　 　 　 　 　至　平成21年３月31日)　至　平成22年３月31日)

株主資本 　 　

　 資本金 　 　

　 　 前期末残高 8,592 8,595

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 2 －

　 　 　 当期変動額合計 2 －

　 　 当期末残高 8,595 8,595

　 資本剰余金 　 　

　 　 前期末残高 9,253 9,255

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 2 －

　 　 　 当期変動額合計 2 －

　 　 当期末残高 9,255 9,255

　 利益剰余金 　 　

　 　 前期末残高 18,704 19,003

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 剰余金の配当 △1,355 △1,337

　 　 　 当期純利益 1,654 6,665

　 　 　 連結子会社増加による減少高 － △64

　 　 　 当期変動額合計 298 5,263

　 　 当期末残高 19,003 24,267

　 自己株式 　 　

　 　 前期末残高 △2,093 △4,069

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 自己株式の取得 △1,976 －

　 　 　 当期変動額合計 △1,976 －

　 　 当期末残高 △4,069 △4,069

　 株主資本合計 　 　

　 　 前期末残高 34,457 32,784

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 4 －

　 　 　 剰余金の配当 △1,355 △1,337

　 　 　 当期純利益 1,654 6,665

　 　 　 自己株式の取得 △1,976 －

　 　 　 連結子会社増加による減少高 － △64

　 　 　 当期変動額合計 △1,673 5,263

　 　 当期末残高 32,784 38,047
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　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 　 　  (自　平成20年４月１日 (自　平成21年４月１日

　 　 　 　 　至　平成21年３月31日)　至　平成22年３月31日)

評価・換算差額等 　 　

　 その他有価証券評価差額金 　 　

　 　 前期末残高 △63 △70

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 134 △24

　 　 　 当期変動額合計 134 △24

　 　 当期末残高 70 46

　 評価・換算差額等合計 　 　

　 　 前期末残高 △63 70

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 134 △24

　 　 　 当期変動額合計 134 △24

　 　 当期末残高 70 46

新株予約権 　 　

　 前期末残高 － 16

　 当期変動額 　 　

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 16 139

　 　 当期変動額合計 16 139

　 当期末残高 16 155

少数株主持分 　 　

　 前期末残高 1,229 1,984

　 当期変動額 　 　

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 754 △883

　 　 当期変動額合計 754 △883

　 当期末残高 1,984 1,100

純資産合計 　 　

　 前期末残高 35,623 34,855

　 当期変動額 　 　

　 　 新株の発行 4 －

　 　 剰余金の配当 △1,355 △1,337

　 　 当期純利益 1,654 6,665

　 　 自己株式の取得 △1,976 －

　 　 連結子会社増加による減少高 － △64

　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 905 △769

　 　 当期変動額合計 △768 4,494

　 当期末残高 34,855 39,349
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）55ページ　

　　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自平成20年４月１日(自平成21年４月１日

　 　 至平成21年３月31日)至平成22年３月31日)

　　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前当期純利益 5,725 12,118

　 減価償却費 3,086 3,495

　 レンタル用資産減価償却費 19,739 14,244

　 減損損失 1,672 1,317

　 のれん償却額 862 578

　 負ののれん償却額 △447 △287

　 ポイント引当金の増減額（△は減少） △46 △443

　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △174 －

　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 275 △48

　 転貸損失引当金の増減額(△は減少) 92 －

　 賞与引当金の増減額（△は減少） 851 －

　 店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 375 －

　 受取利息及び受取配当金 △165 △154

　 支払利息 846 841

　 持分法による投資損益（△は益） 79 －

　 投資有価証券売却損益（△は益） △45 △103

　 投資有価証券評価損益（△は益） 1,400 －

　 社債償還益 △474 －

　 有形固定資産売却損益（△は益） 4 －

　 有形固定資産除却損 213 －

　 持分変動損益（△は益） 65 －

　 売上債権の増減額（△は増加） △1,588 754

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,041 6,083

　 仕掛販売用不動産等の増減額(△は増加) △3,021 1,936

　 レンタル用資産の取得による支出 △16,559 △12,780

　 仕入債務の増減額（△は減少） △5,115 △1,643

　 未払消費税等の増減額（△は減少） △69 532

　 社債発行費 40 －

　 その他 △675 704

　 小計 7,989 27,144

　 利息及び配当金の受取額 151 132

　 利息の支払額 △840 △814

　 法人税等の支払額 △7,564 △4,235

　 営業活動によるキャッシュ・フロー △263 22,226
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　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自平成20年４月１日(自平成21年４月１日

　 　 至平成21年３月31日)至平成22年３月31日)

　　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有価証券の取得による支出 － △3,800

　 有価証券の売却による収入 － 1,500

　 有形固定資産の取得による支出 △1,633 △2,235

　 有形固定資産の売却による収入 107 50

　 無形固定資産の取得による支出 △524 △367

　 投資有価証券の取得による支出 △740 △729

　 投資有価証券の売却による収入 1,080 143

　 出資金の払込による支出 △675 △994

　 出資金の売却による収入 － 671

　 貸付けによる支出 △590 △212

　 貸付金の回収による収入 739 514

　 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 ※2  515   －

　 子会社株式の取得による支出 △860 △3,481

　 事業譲受による支出   △182 △432

　 事業譲渡による収入 927 139

　 その他 1,015 △643

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △819 △9,879

　　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 短期借入れによる収入 21,500 13,886

　 短期借入金の返済による支出 △18,599 △13,689

　 長期借入れによる収入 17,940 13,431

　 長期借入金の返済による支出 △13,510 △15,301

　 社債の発行による収入 3,259 1,183

　 社債の償還による支出 △12,418 △6,633

　 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,221 △2,437

　 自己株式の取得による支出 △1,976 －

　 株式の発行による収入 179 －

　 少数株主からの払込みによる収入 131 －

　 少数株主への配当金の支払額 △29 △19

　 配当金の支払額 △1,359 △1,330

　 その他 8 △16

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △7,096 △10,927

　　現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

　　現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,179 1,419

　　現金及び現金同等物の期首残高 26,388 18,208

　　新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 22

　　現金及び現金同等物の期末残高 ※1  18,208 ※1  19,650
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（訂正後）　

　　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自平成20年４月１日(自平成21年４月１日

　 　 至平成21年３月31日)至平成22年３月31日)

　　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前当期純利益 5,670 12,014

　 減価償却費 3,086 3,495

　 レンタル用資産減価償却費 19,739 14,244

　 減損損失 1,672 1,317

　 のれん償却額 862 578

　 負ののれん償却額 △447 △287

　 ポイント引当金の増減額（△は減少） △46 △443

　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △174 －

　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 326 2

　 転貸損失引当金の増減額(△は減少) 92 －

　 賞与引当金の増減額（△は減少） 851 －

　 店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 375 －

　 受取利息及び受取配当金 △165 △154

　 支払利息 846 841

　 持分法による投資損益（△は益） 79 －

　 投資有価証券売却損益（△は益） △45 △103

　 投資有価証券評価損益（△は益） 1,400 －

　 社債償還益 △474 －

　 有形固定資産売却損益（△は益） 4 －

　 有形固定資産除却損 213 －

　 持分変動損益（△は益） 65 －

　 売上債権の増減額（△は増加） △1,512 894

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,070 6,082

　 仕掛販売用不動産等の増減額(△は増加) △3,021 1,936

　 レンタル用資産の取得による支出 △16,559 △12,780

　 仕入債務の増減額（△は減少） △5,165 △1,772

　 未払消費税等の増減額（△は減少） △68 532

　 社債発行費 40 －

　 その他 △728 748

　 小計 7,989 27,144

　 利息及び配当金の受取額 151 132

　 利息の支払額 △840 △814

　 法人税等の支払額 △7,564 △4,235

　 営業活動によるキャッシュ・フロー △263 22,226
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　 　 　 (単位：百万円)

　 　 前連結会計年度 当連結会計年度

　 　 (自平成20年４月１日(自平成21年４月１日

　 　 至平成21年３月31日)至平成22年３月31日)

　　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有価証券の取得による支出 － △3,800

　 有価証券の売却による収入 － 1,500

　 有形固定資産の取得による支出 △1,633 △2,235

　 有形固定資産の売却による収入 107 50

　 無形固定資産の取得による支出 △524 △367

　 投資有価証券の取得による支出 △740 △729

　 投資有価証券の売却による収入 1,080 143

　 出資金の払込による支出 △675 △994

　 出資金の売却による収入 － 671

　 貸付けによる支出 △590 △212

　 貸付金の回収による収入 739 514

　 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 ※2  515   －

　 子会社株式の取得による支出 △860 △3,481

　 事業譲受による支出   △182 △432

　 事業譲渡による収入 927 139

　 その他 1,015 △643

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △819 △9,879

　　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 短期借入れによる収入 21,500 13,886

　 短期借入金の返済による支出 △18,599 △13,689

　 長期借入れによる収入 17,940 13,431

　 長期借入金の返済による支出 △13,510 △15,301

　 社債の発行による収入 3,259 1,183

　 社債の償還による支出 △12,418 △6,633

　 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,221 △2,437

　 自己株式の取得による支出 △1,976 －

　 株式の発行による収入 179 －

　 少数株主からの払込みによる収入 131 －

　 少数株主への配当金の支払額 △29 △19

　 配当金の支払額 △1,359 △1,330

　 その他 8 △16

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △7,096 △10,927

　　現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

　　現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,179 1,419

　　現金及び現金同等物の期首残高 26,388 18,208

　　新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 22

　　現金及び現金同等物の期末残高 ※1  18,208 ※1  19,650
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【注記事項】

（金融商品関係）

（訂正前）78ページ　

２．金融商品の時価等に関する事項

  平成22年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参

照）。　

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円） 　

(1）現金及び預金 19,387 19,387 － 　

(2）受取手形及び売掛金 4,558 4,558 － 　

(3）割賦売掛金 2,202 2,207 5 　

(4) 有価証券及び投資有価証券             　

その他有価証券 3,883         　

関係会社株式 84         　

　 3,967 3,960 △7 　

(5) 未収還付法人税等　 2,678 2,678 － 　

(6) 長期貸付金　 2,111         　

　  貸倒引当金(※) △64         　

　 2,047 2,069 21　

(7) 敷金及び保証金 13,431 11,485 △1,945　

　資産計 48,274 46,347 △1,926　

(1）支払手形及び買掛金 11,679 11,679 － 　

(2）短期借入金 6,456 6,456 － 　

(3) 長期借入金　             　

１年内返済予定の長期借入

金
12,055         　

長期借入金　 24,432         　

長期借入金合計 36,488 36,601 113　

(4）社債             　

１年内償還予定の社債　 1,935         　

社債　 2,673         　

社債合計 4,608 4,609 0 　

(5) リース債務　             　

リース債務（流動負債） 1,009         　

リース債務（固定負債） 2,570         　

リース債務合計 3,579 3,620 40　

(6) 未払法人税等 3,389 3,389 － 　

　負債計 66,202 66,357 155　

デリバティブ取引 － － － 　

(※)  長期貸付金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。　
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（訂正後）　

２．金融商品の時価等に関する事項

  平成22年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参

照）。　

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円） 　

(1）現金及び預金 19,387 19,387 － 　

(2）受取手形及び売掛金 4,342 4,342 － 　

(3）割賦売掛金 2,202 2,207 5 　

(4) 有価証券及び投資有価証券             　

その他有価証券 3,883         　

関係会社株式 84         　

　 3,967 3,960 △7 　

(5) 未収還付法人税等　 2,678 2,678 － 　

(6) 長期貸付金　 2,111         　

　  貸倒引当金(※) △64         　

　 2,047 2,069 21　

(7) 敷金及び保証金 13,431 11,485 △1,945　

　資産計 48,058 46,132 △1,926　

(1）支払手形及び買掛金 11,500 11,500 － 　

(2）短期借入金 6,456 6,456 － 　

(3) 長期借入金　             　

１年内返済予定の長期借入

金
12,055         　

長期借入金　 24,432         　

長期借入金合計 36,488 36,601 113　

(4）社債             　

１年内償還予定の社債　 1,935         　

社債　 2,673         　

社債合計 4,608 4,609 0 　

(5) リース債務　             　

リース債務（流動負債） 1,009         　

リース債務（固定負債） 2,570         　

リース債務合計 3,579 3,620 40　

(6) 未払法人税等 3,389 3,389 － 　

　負債計 66,023 66,178 155　

デリバティブ取引 － － － 　

(※)  長期貸付金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。　
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（訂正前）80ページ　

３. 金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

　
１年以内　
  (百万円） 

１年超
５年以内　
 (百万円）

５年超
10年以内
 (百万円）　

10年超　
 (百万円）

現金及び預金 19,387 － － －

受取手形及び売掛金 4,558 － － －

割賦売掛金 716 1,484 1 －

有価証券及び投資有価証券    　

その他有価証券のうち満期があるもの    　

(1) 債券（社債） 2,350 － 300 －

(2) その他 － 800 － －

未収還付法人税等　 2,678 － － －

長期貸付金　 － 1,368 600 142

合計 29,691 3,652 901 142

　敷金及び保証金は、返還期日を明確に把握できないため、償還予定額に含めておりません。

（訂正後）　

３. 金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

　
１年以内　
  (百万円） 

１年超
５年以内　
 (百万円）

５年超
10年以内
 (百万円）　

10年超　
 (百万円）

現金及び預金 19,387 － － －

受取手形及び売掛金 4,342 － － －

割賦売掛金 716 1,484 1 －

有価証券及び投資有価証券    　

その他有価証券のうち満期があるもの    　

(1) 債券（社債） 2,350 － 300 －

(2) その他 － 800 － －

未収還付法人税等　 2,678 － － －

長期貸付金　 － 1,368 600 142

合計 29,475 3,652 901 142

　敷金及び保証金は、返還期日を明確に把握できないため、償還予定額に含めておりません。
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（税効果会計関係）

（訂正前）98ページ

前連結会計年度
（平成21年３月31日）

当連結会計年度
（平成22年３月31日）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳 １　繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳

繰延税金資産  

税務上の繰越欠損金    5,325百万円

貸倒引当金    1,952　〃

賞与引当金 401　〃

減価償却費    4,227　〃

減損損失    1,649　〃

未払事業税等 222　〃

ポイント引当金 193　〃

投資有価証券評価損 1,140　〃

未払費用 153　〃

商品評価損 349　〃

店舗閉鎖損失引当金 193　〃

その他 234　〃

繰延税金資産小計   16,042百万円

評価性引当額  △8,605　〃

繰延税金資産合計    7,436百万円

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金   △62百万円

固定資産圧縮積立金 △110　〃

子会社の資産の時価評価による評

価差額

 

△447　〃

その他 △21　〃

繰延税金負債小計    △641百万円

評価性引当額 　　452　〃　　　　　　

繰延税金負債合計 △189百万円

繰延税金資産の純額    7,247百万円

繰延税金資産  

税務上の繰越欠損金    5,663百万円

貸倒引当金    2,072　〃

賞与引当金 405　〃

減価償却費    3,017　〃

減損損失    1,531　〃

未払事業税等 274　〃

投資有価証券評価損 1,213　〃

未払費用 121　〃

商品評価損 205　〃

店舗閉鎖損失引当金 173　〃

その他 380　〃

繰延税金資産小計   15,060百万円

評価性引当額  △8,815　〃

繰延税金資産合計    6,244百万円

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金   △33百万円

固定資産圧縮積立金 △105　〃

子会社の資産の時価評価による評

価差額

 

△402　〃

その他 △17　〃

繰延税金負債小計    △559百万円

評価性引当額 　　404　〃　　　　　　

繰延税金負債合計 △154百万円

繰延税金資産の純額    6,090百万円

　繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に
含まれております。

　繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に
含まれております。

平成21年３月31日

流動資産―繰延税金資産    2,352百万円

固定資産―繰延税金資産    5,071  〃

流動負債―繰延税金負債 　   △4  〃　

固定負債―繰延税金負債    △172  〃

平成22年３月31日

流動資産―繰延税金資産    1,787百万円

固定資産―繰延税金資産    4,415  〃

流動負債―繰延税金負債 　   △5  〃　

固定負債―繰延税金負債    △107  〃
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前連結会計年度
（平成21年３月31日）

当連結会計年度
（平成22年３月31日）

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税の負担率と
の間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ
た主な項目別の内訳

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税の負担率と
の間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ
た主な項目別の内訳

法定実効税率   40.4％

（調整）     

住民税均等割額 5.6

受取配当金相殺額 40.8

のれんの償却 3.1

受取配当金など永久に益金に算入され

ない項目
△39.6

評価性引当額の増減 14.3

連結子会社との税率差異 1.9

持分法投資損益 △0.7

その他 0.5

税効果会計適用後の法人税等の負担率 66.3

法定実効税率  40.4％

（調整） 　

住民税均等割額 2.9

受取配当金相殺額 27.5

のれんの償却 0.3

受取配当金など永久に益金に算入され

ない項目
△26.1

評価性引当額の増減 △1.0

連結子会社との税率差異 1.4

持分法投資損益 0.1

その他 △0.4

税効果会計適用後の法人税等の負担率 45.1

EDINET提出書類

株式会社ゲオ(E03367)

訂正有価証券報告書

38/49



（訂正後） 

前連結会計年度
（平成21年３月31日）

当連結会計年度
（平成22年３月31日）

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳 １　繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳

繰延税金資産  

税務上の繰越欠損金    5,325百万円

貸倒引当金    1,951　〃

賞与引当金 401　〃

減価償却費    4,227　〃

減損損失    1,649　〃

未払事業税等 222　〃

ポイント引当金 193　〃

投資有価証券評価損 1,140　〃

未払費用 153　〃

商品評価損 349　〃

店舗閉鎖損失引当金 193　〃

その他 256　〃

繰延税金資産小計 16,064百万円

評価性引当額  △8,628　〃

繰延税金資産合計    7,436百万円

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金   △62百万円

固定資産圧縮積立金 △110　〃

子会社の資産の時価評価による評

価差額

 

△447　〃

その他 △21　〃

繰延税金負債小計    △641百万円

評価性引当額 　　452　〃　　　　　　

繰延税金負債合計 △189百万円

繰延税金資産の純額    7,246百万円

繰延税金資産  

税務上の繰越欠損金    5,663百万円

貸倒引当金    2,069　〃

賞与引当金 405　〃

減価償却費    3,017　〃

減損損失    1,531　〃

未払事業税等 274　〃

投資有価証券評価損 1,213　〃

未払費用 121　〃

商品評価損 205　〃

店舗閉鎖損失引当金 173　〃

その他 447　〃

繰延税金資産小計   15,124百万円

評価性引当額  △8,882　〃

繰延税金資産合計    6,242百万円

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金   △33百万円

固定資産圧縮積立金 △105　〃

子会社の資産の時価評価による評

価差額

 

△402　〃

その他 △17　〃

繰延税金負債小計    △559百万円

評価性引当額 　　404　〃　　　　　　

繰延税金負債合計 △154百万円

繰延税金資産の純額    6,087百万円

　繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に
含まれております。

　繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に
含まれております。

平成21年３月31日

流動資産―繰延税金資産    2,351百万円

固定資産―繰延税金資産    5,071  〃

流動負債―繰延税金負債 　   △4  〃　

固定負債―繰延税金負債    △172  〃

平成22年３月31日

流動資産―繰延税金資産    1,784百万円

固定資産―繰延税金資産    4,415  〃

流動負債―繰延税金負債 　   △5  〃　

固定負債―繰延税金負債    △107  〃
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前連結会計年度
（平成21年３月31日）

当連結会計年度
（平成22年３月31日）

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税の負担率と
の間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ
た主な項目別の内訳

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税の負担率と
の間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ
た主な項目別の内訳

法定実効税率   40.4％

（調整）     

住民税均等割額 5.6

受取配当金相殺額 41.3

のれんの償却 3.1

受取配当金など永久に益金に算入され

ない項目
△40.0

評価性引当額の増減 14.8

連結子会社との税率差異 2.0

持分法投資損益 △0.8

その他 0.5

税効果会計適用後の法人税等の負担率 66.9

法定実効税率  40.4％

（調整） 　

住民税均等割額 2.9

受取配当金相殺額 27.7

のれんの償却 0.3

受取配当金など永久に益金に算入され

ない項目
△26.3

評価性引当額の増減 △0.6

連結子会社との税率差異 1.4

持分法投資損益 0.1

その他 △0.4

税効果会計適用後の法人税等の負担率 45.5
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

（訂正前）100ページ　

前連結会計年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

 
メディア事
業

（百万円）

不動産事業
（百万円）

アミューズ
メント事業
（百万円）

リサイクル
事業 

（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社（百万
円）

連結
（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益                                 

売上高                                 

(1）外部顧客に対する

売上高
213,68710,7056,43514,1837,291252,303 ― 252,303

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

125 ― 1 3 178 308 (308) ―

計 213,81310,7056,43714,1867,469252,612(308)252,303

営業費用 202,4239,854 6,71113,7158,018240,7231,354242,078

営業利益又は営業損

失（△）
11,389 851 △273 471 △549 11,889(1,663)10,225

Ⅱ　資産、減価償却費及び

資本的支出
                                

資産 72,40912,4778,88711,0246,154110,95310,332121,286

減価償却費 21,392 44 805 324 243 22,811 13 22,825

減損損失 490 ― 28 117 1,036 1,672 ― 1,672

資本的支出 20,836 44 817 5,383 226 27,309 35 27,344

　（訂正後）　

前連結会計年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

 
メディア事
業

（百万円）

不動産事業
（百万円）

アミューズ
メント事業
（百万円）

リサイクル
事業 

（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社（百万
円）

連結
（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益                                 

売上高                                 

(1）外部顧客に対する

売上高
213,58210,7056,43514,1837,291252,198 ― 252,198

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

125 ― 1 3 178 308 (308) ―

計 213,70810,7056,43714,1867,469252,507(308)252,198

営業費用 202,3199,854 6,71113,7158,018240,6191,354241,974

営業利益又は営業損

失（△）
11,388 851 △273 471 △549 11,888(1,663)10,224

Ⅱ　資産、減価償却費及び

資本的支出
                                

資産 72,30512,4778,88711,0246,154110,84910,332121,182

減価償却費 21,392 44 805 324 243 22,811 13 22,825

減損損失 490 ― 28 117 1,036 1,672 ― 1,672

資本的支出 20,836 44 817 5,383 226 27,309 35 27,344
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（訂正前）101ページ　

当連結会計年度（自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）

 
メディア事
業

（百万円）

不動産事業
（百万円）

アミューズ
メント事業
（百万円）

リユース事
業 

（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社（百万
円）

連結
（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益                                 

売上高                                 

(1）外部顧客に対する

売上高
205,1846,389 5,95019,1955,898242,619 ― 242,619

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

134 ― 0 9 49 194 (194) ―

計 205,3196,389 5,95119,2055,948242,814(194)242,619

営業費用 190,4305,893 6,03519,2005,981227,5421,744229,286

営業利益又は営業損

失（△）
14,888 496 △83 4 △33 15,271(1,939)13,332

Ⅱ　資産、減価償却費及び

資本的支出
                                

資産 66,35611,1038,66115,6405,150106,91211,603118,516

減価償却費 16,145 31 833 599 111 17,721 18 17,740

減損損失 469 ― 506 281 59 1,317 ― 1,317

資本的支出 15,839 70 893 1,450 15 18,268 24 18,293

　    

（訂正後）　

当連結会計年度（自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）

 
メディア事
業

（百万円）

不動産事業
（百万円）

アミューズ
メント事業
（百万円）

リユース事
業 

（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社（百万
円）

連結
（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益                                 

売上高                                 

(1）外部顧客に対する

売上高
204,0576,389 5,95019,1955,898241,491 ― 241,491

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

134 ― 0 9 49 194 (194) ―

計 204,1916,389 5,95119,2055,948241,686(194)241,491

営業費用 189,3485,893 6,03519,2005,981226,4591,744228,204

営業利益又は営業損

失（△）
14,843 496 △83 4 △33 15,226(1,939)13,287

Ⅱ　資産、減価償却費及び

資本的支出
                                

資産 66,01811,1038,66115,6405,150106,57411,603118,177

減価償却費 16,145 31 833 599 111 17,721 18 17,740

減損損失 469 ― 506 281 59 1,317 ― 1,317

資本的支出 15,839 70 893 1,450 15 18,268 24 18,293

（１株当たり情報）

（訂正前）103ページ

項目
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり純資産額       61,521円31銭       71,512円78銭

１株当たり当期純利益      3,072円50銭      12,658円66銭

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益      3,069円58銭      12,637円42銭

（訂正後） 
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項目
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり純資産額       61,418円39銭       71,212円07銭

１株当たり当期純利益      2,973円53銭      12,460円87銭

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益      2,970円63銭      12,439円97銭

（訂正前）103ページ　

　（注）１.  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
前連結会計年度

（平成21年３月31日）
当連結会計年度

（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 34,910 39,510

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 2,000 1,255

（うち新株予約権） (16) (155)

（うち少数株主持分） (1,984) (1,100)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 32,909 38,254

1株当たり純資産の算定に用いられた期末の普通株

式の数（株）
534,936 534,936

（訂正後）　

　（注）１.  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
前連結会計年度

（平成21年３月31日）
当連結会計年度

（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 34,855 39,349

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 2,000 1,255

（うち新株予約権） (16) (155)

（うち少数株主持分） (1,984) (1,100)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 32,854 38,093

1株当たり純資産の算定に用いられた期末の普通株

式の数（株）
534,936 534,936
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（訂正前）103ページ　

　（注）２.  １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎

項目
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

連結損益計算書上の当期純利益（百万円） 1,709 6,771

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,709 6,771

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 556,266.37 534,936

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に用い

られた当期純利益調整額の主要な内訳（百万円）
        

 連結子会社の潜在株式にかかる当期純利益調整額 1 ―

当期純利益調整額（百万円） 1 ―

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に用い

られた普通株式増加数の主要な内訳（株）
        

新株予約権 155.82 898.75

普通株式増加数（株） 155.82 898.75

（訂正後）　

　（注）２.  １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎

項目
前連結会計年度

（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日）

連結損益計算書上の当期純利益（百万円） 1,654 6,665

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,654 6,665

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 556,266.37 534,936

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に用い

られた当期純利益調整額の主要な内訳（百万円）
        

 連結子会社の潜在株式にかかる当期純利益調整額 1 ―

当期純利益調整額（百万円） 1 ―

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に用い

られた普通株式増加数の主要な内訳（株）
        

新株予約権 155.82 898.75

普通株式増加数（株） 155.82 898.75
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（２）【その他】

（訂正前）109ページ

当連結会計年度における四半期情報

 

第１四半期

自平成21年４月１日

至平成21年６月30日

第２四半期

自平成21年７月１日

至平成21年９月30日

第３四半期

自平成21年10月１日

至平成21年12月31日

第４四半期

自平成22年１月１日

至平成22年３月31日

売上高（百万円） 53,955 61,371 66,327 60,965

税金等調整前四半期純利益

金額（百万円）
2,385 2,410 4,356 2,965

四半期純利益金額（百万円） 1,192 1,416 2,360 1,802

１株当たり四半期純利益金

額（円）
2,228.33 2,648.59 4,412.28 3,369.44

（訂正後）

当連結会計年度における四半期情報

 

第１四半期

自平成21年４月１日

至平成21年６月30日

第２四半期

自平成21年７月１日

至平成21年９月30日

第３四半期

自平成21年10月１日

至平成21年12月31日

第４四半期

自平成22年１月１日

至平成22年３月31日

売上高（百万円） 53,678 61,091 66,173 60,547

税金等調整前四半期純利益

金額（百万円）
2,351 2,363 4,344 2,955

四半期純利益金額（百万円） 1,157 1,369 2,349 1,789

１株当たり四半期純利益金

額（円）
2,163.27 2,560.13 4,392.54 3,344.76

　

EDINET提出書類

株式会社ゲオ(E03367)

訂正有価証券報告書

45/49



　 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書 　

 平成23年５月19日 

株　式　会　社　　ゲ　オ  

 取　締　役　会　御　中   

 有限責任監査法人  ト ー マ ツ 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松   岡   正   明　 　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 水   野   信   勝　 　印

＜財務諸表監査＞ 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社ゲオの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借

対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査

を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見

を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎

として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基

礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社ゲオ及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

追記情報

１．有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１項の規

定に基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行った。

２．連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項に記載されているとおり、会社は当連結会計年度より「棚卸資

産の評価に関する会計基準」を適用している。
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＜内部統制監査＞ 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社ゲオの平成21年３

月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。財務報告に係る内部統制を整備及び運用並びに内部統制報告書を

作成する責任は、経営者にあり、当監査法人の責任は、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することにあ

る。また、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統

制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽の表示がないかど

うかの合理的な保証を得ることを求めている。内部統制監査は、試査を基礎として行われ、財務報告に係る内部統制の評

価範囲、評価手続及び評価結果についての、経営者が行った記載を含め全体としての内部統制報告書の表示を検討するこ

とを含んでいる。当監査法人は、内部統制監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、株式会社ゲオが平成21年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は重要な欠陥があるため有効でない

と表示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基

準に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

追記情報

１．内部統制報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の５第１項

の規定に基づき内部統制報告書を訂正している。当監査法人は訂正後の内部統制報告書について監査を行った。

２．内部統制報告書の訂正報告書に記載されているとおり、会社及び一部の連結子会社において全社的な内部統制及

び全社的な観点で評価する決算・財務報告プロセスに関する内部統制に重要な欠陥があり、会社は連結財務諸表

の訂正を行った。この結果、必要な修正はすべて訂正した連結財務諸表に反映されており、財務諸表監査に及ぼす

影響はない。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

※　１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が

別途保管している。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

 平成23年５月19日 

株　式　会　社　　ゲ　オ  

 取　締　役　会　御　中   

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 水   野   信   勝　 　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 瀧   沢   宏   光　   印

　

＜財務諸表監査＞ 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げら

れている株式会社ゲオの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結

貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表について

監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対す

る意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基

礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体

としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的

な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社ゲオ及び連結子会社の平成22年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
　
追記情報

１．有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１項の規

定に基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行った。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年５月10日付で株式会社エイシスの株式を取得し、子会

社化している。

３．重要な後発事象に記載されているとおり、平成22年５月14日開催の取締役会において株式会社ウェアハウスの株

式を公開買付けにより取得することを決議し、平成22年６月28日に株式公開買付けが成立したことにより、同社

を子会社化することが決定している。

４．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年５月14日開催の取締役会決議に基づき、行使価額修正

条項付き新株予約権を発行している。
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＜内部統制監査＞ 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社ゲオの平成22年

３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。財務報告に係る内部統制を整備及び運用並びに内部統制報告書

を作成する責任は、経営者にあり、当監査法人の責任は、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することに

ある。また、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性

がある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統

制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽の表示がないか

どうかの合理的な保証を得ることを求めている。内部統制監査は、試査を基礎として行われ、財務報告に係る内部統制の

評価範囲、評価手続及び評価結果についての、経営者が行った記載を含め全体としての内部統制報告書の表示を検討す

ることを含んでいる。当監査法人は、内部統制監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、株式会社ゲオが平成22年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は重要な欠陥があるため有効でない

と表示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基

準に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

追記情報

１．内部統制報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の５第１項

の規定に基づき内部統制報告書を訂正している。当監査法人は訂正後の内部統制報告書について監査を行った。

２．内部統制報告書の訂正報告書に記載されているとおり、会社及び一部の連結子会社において全社的な内部統制及

び全社的な観点で評価する決算・財務報告プロセスに関する内部統制に重要な欠陥があり、会社は連結財務諸表

の訂正を行った。この結果、必要な修正はすべて訂正した連結財務諸表に反映されており、財務諸表監査に及ぼす

影響はない。　

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上 

※　１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別

途保管している。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　　

EDINET提出書類

株式会社ゲオ(E03367)

訂正有価証券報告書

49/49


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	第２事業の状況

	１業績等の概要
	２販売の状況
	７財政状態及び経営成績の分析
	第４提出会社の状況

	３配当政策
	第５経理の状況

	１連結財務諸表等
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	第２事業の状況

	１業績等の概要
	２販売の状況
	７財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	第４提出会社の状況

	３配当政策
	第５経理の状況

	１連結財務諸表等
	（１）連結財務諸表
	①連結貸借対照表
	②連結損益計算書
	③連結株主資本等変動計算書等
	④連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報


	（２）その他

	監査報告書

